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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収納した用紙を送り出す複数の給紙部と、
　前記給紙部から送り出された用紙に印刷ジョブに基づいて画像形成する画像形成部と、
　少なくとも使用する用紙情報が含まれる前記印刷ジョブを記憶する記憶部と、
　記憶した印刷ジョブに含まれる用紙情報に基づいて使用する少なくとも一つの給紙部を
決定し、前記決定した給紙部の使用スケジュール及び使用する給紙部の切り替わりに伴っ
て発生するイベント若しくは所定の周期で発生するイベントを、縦軸又は横軸の一方の軸
を時間軸として表示部に表示させる制御部と、を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記給紙部のうち少なくとも一つの内部には、湿度を検知する湿度センサと、湿度セン
サの検知により通電を制御されるヒータと、を有し、
　前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベントは、切り替わった給紙部からの用紙
搬送開始に先だって実施する、前記ヒータを作動させて当該給紙部の内部を除湿する予備
動作であることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　所定の設定温度に温度制御される加熱部を備え画像形成された用紙を加熱して画像を用
紙に定着する定着部を有し、
　前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベントは、給紙部の切り替わりに伴って前
記設定温度を変更する前記定着部の予備動作であることを特徴とする請求項１または２に
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記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記給紙部のうち少なくとも一つは、吸引ファンの吸引により用紙を吸着させて送り出
すエアー搬送方式による用紙搬送部を備え、
　前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベントは、切り替わった給紙部からの用紙
搬送開始に先だって実施する、前記吸引ファンの吸引力を安定させる予備回転動作である
ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記画像形成部は画像形成条件を変更可能であり、前記所定の周期で発生するイベント
は、所定の周期で発生する画像形成部によって形成される画像の濃度調整を行う画像濃度
調整工程であることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベント若しくは所定の周期
で発生するイベントについて、種類を識別できるように前記表示部に表示することを特徴
とする請求項１から５のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記表示の時間軸のスケールを変更可能であり、
　前記制御部は、表示する時間軸のスケールの大小に応じて、前記イベントの表示有無を
切り替えることを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記表示を、前記一方の軸を時間軸とした表示と用紙枚数軸とした表示とを切り替え可
能であり、
　前記制御部は、用紙枚数軸とした表示が選択された場合には、前記給紙部の使用スケジ
ュールとともに前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベント若しくは所定の周期で
発生するイベントの発生時期を前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１から７
のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベント若しくは所定の周期
で発生するイベントの発生時期を非表示に切り替え可能であることを特徴とする請求項８
に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、用紙に画像形成する画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像形成装置により印刷作業を行う現場では、複数の給紙トレイを備えた画像形
成装置により多種多用な紙種又はサイズ等の仕様の異なる用紙を使用して印刷作業が行わ
れる。このような印刷作業において現場のオペレータは、画像形成装置の各種調整、用紙
の補給等を行う。またオペレータは複数の印刷ジョブを使用する用紙の種類と供に設定し
ておくことにより、多量の印刷設定を登録することが可能である。
【０００３】
　印刷を計画的に効率よく行うためには、予めオペレータが印刷ジョブ実行前にその印刷
ジョブでどの給紙トレイが使用されるかを知り、事前に給紙トレイの調整や用紙の補給等
をすることが必要である。
【０００４】
　従来、オペレータの用紙補給作業等の利便に供するために、印刷ジョブごとのスケジュ
ールを表示ユニットに表示するようにした印刷システムが開示されている（特許文献１参
照）。この特許文献１の例は、表示ユニットのスクリーン上に縦軸に沿って用紙トレイを
供給する用紙種類の表示とともに並べ、横軸に印刷ジョブに対する稼働時間あるいは使用
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枚数をとり、グラフ上のスケジュール表示を行うものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－３４８７１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　印刷作業を行う現場では、使用する用紙の枚数が多い印刷ジョブ（大容量印刷ジョブ）
を実行する場合がある。この場合、１つの給紙トレイに収納された用紙だけでは枚数が足
りないため印刷ジョブを完了することができない。このような問題に対しては自動給紙ト
レイ切替により複数の給紙トレイを用いることにより大容量印刷ジョブに対応している。
自動給紙トレイ切替とは、複数の給紙トレイに同種の用紙を収納している場合に、給紙ト
レイに収納している用紙が無くなったことにともない順次、給紙するトレイを自動的に切
り替えるものである。
【０００７】
　このような大容量印刷ジョブを実行する場合や、複数の印刷ジョブを実行する場合に、
上記特許文献１に開示された技術では、どのタイミングでどの給紙トレイの用紙がなくな
るかの情報の表示や、どの給紙トレイを使用するかの表示は行っているが、その他に生じ
る各種のイベントによる中断時間を考慮しておらず、結果、用紙補給等のオペレータの作
業が必要となるタイミングが正確に見積もれないという問題があった。
【０００８】
　本願発明は上記問題に鑑み、印刷する際の各種のイベントによる中断時間を考慮し、ス
ケジュール表示の精度を向上させた表示画面を表示させる画像形成装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的は、下記に記載する発明により達成される。
【００１０】
　１．収納した用紙を送り出す複数の給紙部と、
　前記給紙部から送り出された用紙に印刷ジョブに基づいて画像形成する画像形成部と、
　少なくとも使用する用紙情報が含まれる前記印刷ジョブを記憶する記憶部と、
　記憶した印刷ジョブに含まれる用紙情報に基づいて使用する少なくとも一つの給紙部を
決定し、前記決定した給紙部の使用スケジュール及び使用する給紙部の切り替わりに伴っ
て発生するイベント若しくは所定の周期で発生するイベントを、縦軸又は横軸の一方の軸
を時間軸として表示部に表示させる制御部と、を有することを特徴とする画像形成装置。
【００１１】
　２．前記給紙部のうち少なくとも一つの内部には、湿度を検知する湿度センサと、湿度
センサの検知により通電を制御されるヒータと、を有し、
　前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベントは、切り替わった給紙部からの用紙
搬送開始に先だって実施する、前記ヒータを作動させて当該給紙部の内部を除湿する予備
動作であることを特徴とする前記１に記載の画像形成装置。
【００１２】
　３．所定の設定温度に温度制御される加熱部を備え画像形成された用紙を加熱して画像
を用紙に定着する定着部を有し、
　前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベントは、給紙部の切り替わりに伴って前
記設定温度を変更する前記定着部の予備動作であることを特徴とする前記１または２に記
載の画像形成装置。
【００１３】
　４．前記給紙部のうち少なくとも一つは、吸引ファンの吸引により用紙を吸着させて送
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り出すエアー搬送方式による用紙搬送部を備え、
　前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベントは、切り替わった給紙部からの用紙
搬送開始に先だって実施する、前記吸引ファンの吸引力を安定させる予備回転動作である
ことを特徴とする前記１から３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【００１４】
　５．前記画像形成部は画像形成条件を変更可能であり、前記所定の周期で発生するイベ
ントは、所定の周期で発生する画像形成部によって形成される画像の濃度調整を行う画像
濃度調整工程であることを特徴とする前記１から４のいずれか１項に記載の画像形成装置
。
【００１５】
　６．前記制御部は、前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベント若しくは所定の
周期で発生するイベントについて、種類を識別できるように前記表示部に表示することを
特徴とする前記１から５のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【００１６】
　７．前記表示の時間軸のスケールを変更可能であり、
　前記制御部は、表示する時間軸のスケールの大小に応じて、前記イベントの表示有無を
切り替えることを特徴とする前記１から６のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【００１７】
　８．前記表示を、前記一方の軸を時間軸とした表示と用紙枚数軸とした表示とを切り替
え可能であり、
　前記制御部は、用紙枚数軸とした表示が選択された場合には、前記給紙部の使用スケジ
ュールとともに前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベント若しくは所定の周期で
発生するイベントの発生時期を前記表示部に表示させることを特徴とする前記１から７の
いずれか１項に記載の画像形成装置。
【００１８】
　９．前記制御部は、前記給紙部の切り替わりに伴って発生するイベント若しくは所定の
周期で発生するイベントの発生時期を非表示に切り替え可能であることを特徴とする前記
８に記載の画像形成装置。
【発明の効果】
【００１９】
　本願発明によれば印刷する際の各種のイベントによる中断時間を考慮して、イベントを
時間スケールで表示部にスケジュールを表示させるので、印刷動作のスケジューリングを
精度よく行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】画像形成システムの正面断面図である。
【図２】画像形成システムの制御系のブロック図である。
【図３】給紙ユニット３０の正面断面図である。
【図４】図３に示す給紙ユニット３０要部の斜視図である。
【図５】定着部６の断面図である。
【図６】画像形成部４を示す断面図である。
【図７】本実施形態における画像形成装置が行う制御フローである。
【図８】操作表示部Ｃ１４１に表示させたスケジューリング画面の例である。
【図９】操作表示部Ｃ１４１に表示させたスケジューリング画面の例である。
【図１０】操作表示部Ｃ１４１に表示させたスケジューリング画面の例である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明を実施の形態に基づいて説明するが、本発明は該実施の形態に限られない。
【００２２】
　図１は、画像形成システムの正面断面図である。画像形成システムは画像形成装置Ａ、
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後処理装置ＦＳ、自動原稿送り装置ＤＦ、大容量給紙装置ＰＦＵ、を有している。
【００２３】
　［画像形成装置］
　画像形成装置Ａは、画像読取部１、画像処理部２、画像書込部Ｃ３、画像形成部４、給
紙搬送手段５、定着部６、を有している。
【００２４】
　画像形成部４は、感光体ドラム４Ａ、帯電手段４Ｂ、現像手段４Ｃ、転写手段４Ｄ、分
離手段４Ｅ、クリーニング手段４Ｆ等から構成されている。
【００２５】
　給紙搬送手段５は、複数の給紙ユニット５Ａと、第１給紙手段５Ｂ、第２給紙手段５Ｃ
、搬送手段５Ｄ、排紙手段５Ｅ、自動両面コピー給紙手段（ＡＤＵ）５Ｆを備えている。
【００２６】
　画像形成装置Ａの上部には、入力部及び表示部からなる操作表示部Ｃ１４１、自動原稿
送り装置ＤＦが搭載されている。画像形成装置Ａの図示左側面の排紙手段５Ｅ側には、後
処理装置ＦＳが連結されている。
【００２７】
　自動原稿送り装置ＤＦの原稿台上に載置された原稿は画像読取部１の光学系により原稿
の片面又は両面の画像が読み取られ、光電変換されたアナログ信号は、全体制御部Ｃ１０
０（詳細は後述）におけるアナログ処理、Ａ／Ｄ変換、シェーディング補正、画像圧縮処
理等の処理後に、画像書込部Ｃ３に送られる。
【００２８】
　画像書込部Ｃ３においては、半導体レーザからの出力光が画像形成部４の感光体ドラム
４Ａに照射され、潜像を形成する。画像形成部４においては、帯電、露光、現像、転写、
分離、クリーニング等の処理が行われる。詳細は後述する。
【００２９】
　第１給紙手段５Ｂにより給送された用紙Ｓは転写手段４Ｄにより画像が用紙Ｓに転写さ
れる。画像を担持した用紙Ｓは、定着部６により加熱加圧定着され、排紙手段５Ｅから後
処理装置ＦＳに送り込まれる。あるいは、自動両面コピー給紙手段５Ｆに送り込まれた片
面画像処理済みの用紙Ｓは再び画像形成部４において両面画像処理後、排紙手段５Ｅによ
り排出され、後処理装置ＦＳに送り込まれる。
【００３０】
　［大容量給紙装置ＰＦＵ］
　画像形成装置本体Ａに接続された大容量給紙装置ＰＦＵは、給紙ユニット３０、第１送
風手段４０、第２送風手段５０、エアー搬送方式の用紙搬送部６０等を有し、大量の用紙
Ｐを収容して、画像形成装置本体Ａに用紙Ｐを１枚ずつ給送する。
【００３１】
　［後処理装置］
　用紙の後処理装置ＦＳには、図示の上段から、差込紙（表紙、裏表紙等に用いる）を収
納した差込紙給紙手段８３、スタック手段８２、ステイプル手段８１、がほぼ垂直方向に
縦列配置されている。
【００３２】
　用紙の後処理装置ＦＳの図示右上方には入口搬送部８０が配置されている。また、用紙
の後処理装置ＦＳの図示左側面には、プリントされた用紙を排出して積載する可動排紙皿
８４が配置されている。この可動排紙皿８４には画像形成された用紙を最大約３０００枚
（Ａ４判、Ｂ５判）まで収容することが可能である。
【００３３】
　図２は、画像形成システムの制御系のブロック図である。画像形成装置Ａは全体制御部
Ｃ１００、スキャナ部Ｃ１２０、ＡＤＦ制御部Ｃ１３０、操作表示制御部Ｃ１４０及びプ
リンタ部Ｃ１５０を有する。
【００３４】



(6) JP 5246084 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

　全体制御部Ｃ１００は画像形成装置Ａ全体を制御するとともに、画像データの処理を行
うものであり、読取処理部Ｃ１０１、ＤＲＡＭ制御ＩＣ　Ｃ１０３、画像制御ＣＰＵ　Ｃ
１０２、プログラムメモリＣ１０４、システムメモリＣ１０５、不揮発メモリＣ１０６、
書込処理部Ｃ１０８、圧縮／伸長ＩＣ　Ｃ１０９及び入出力インタフェースＣ１１０を有
する。
【００３５】
　読取処理部Ｃ１０１はスキャナ部Ｃ１２０からの画像データに対して変倍、階調処理等
の各種の画像処理を行う。画像制御ＣＰＵ　Ｃ１０２は、スキャナ制御部Ｃ１２２、ＡＤ
Ｆ制御部Ｃ１３０、プリンタ制御部Ｃ１５２等の同期制御を行う。ＤＲＡＭ制御部Ｃ１０
３は画像データの書き込み／読み出し制御を行う。
【００３６】
　プログラムメモリＣ１０４は画像形成装置Ａ及び画像形成システムの制御プログラムが
格納されたＲＯＭ、システムメモリＣ１０５は、ワーク用のＲＡＭである。
【００３７】
　不揮発メモリＣ１０６は各部の制御に用いられる各種のパラメータを格納している。
【００３８】
　画像メモリＣ１０７では画像データ、印刷設定が含まれる印刷ジョブを記憶する。内部
に圧縮メモリＣ１０７Ａを有する。
【００３９】
　書込処理部Ｃ１０８はプリンタ部Ｃ１５０の露光光源であるＬＤ（レーザダイオード）
を制御する。インタフェースＣ１１０ではＰＣ（パーソナルコンピュータ）等の外部機器
と通信を行う。
【００４０】
　スキャナ部Ｃ１２０は画像を読み取って画像信号を出力するＣＣＤ　Ｃ１２１及びスキ
ャナ制御部Ｃ１２２を有する。
【００４１】
　ＬＣＤ操作表示部Ｃ１４１は液晶の表示パネルと液晶に重畳して配置したタッチパネル
から構成される。
【００４２】
　プリンタ部Ｃ１５０は、ＬＤ（レーザダイオード）で画像の書き込みを行う画像書込部
Ｃ３、電子写真プロセス方式により画像を形成する画像形成部４の各部を制御するプリン
タ制御部Ｃ１５２、用紙の搬送する駆動モータ等を制御する搬送制御部Ｃ１５３、給紙ユ
ニット３０の湿度を除湿する除湿部Ｃ１５４、給紙ユニット３０の内部の温度と湿度を検
知する温湿度センサ、定着部６を加熱する加熱部６７３、濃度検知部４９を有する。
【００４３】
　後処理装置ＦＳは後処理制御部Ｃ２００を有し、後処理でのステイプル処理等を実行す
る。
【００４４】
　［給紙ユニット３０の内部除湿］
　図３は、給紙ユニット３０の正面断面図である。なお、以下の図３、図４等で説明する
給紙ユニット３０の構成を給紙ユニット５Ａに適用してもよい。また本実施形態では、給
紙ユニット３０、給紙ユニット５Ａが給紙部として機能する。
【００４５】
　給紙ユニット３０の内部には除湿部Ｃ１５４が設けられている。除湿部Ｃ１５４はヒー
タｈｅ３とファンＨ３から構成される。除湿部Ｃ１５４の作動は温湿度センサＣ１５５が
検知した相対湿度値に基づいて、後述のプリンタ制御部Ｃ１５２により制御される。ヒー
タｈｅ３は供給される電力により給紙ユニット３０の内部の温度を上げることにより内部
の相対湿度を低下させて除湿を行う。内部の用紙Ｐの除湿を行うためである。除湿部Ｃ１
５４、及び湿度センサＣ１５５は、複数の給紙ユニット３０及び給紙ユニット５のそれぞ
れに配置されており、それぞれの給紙ユニット３０、５内部の除湿を行うことが可能であ



(7) JP 5246084 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

る。
【００４６】
　つまり給紙ユニット３０からの用紙搬送開始に先だって実施する、「ヒータを作動させ
て給紙部の内部を除湿する予備動作」に必要な所要時間は、除湿開始時の相対湿度と目標
相対湿度との差分と、除湿性能により算出する。例えば除湿開始時の温湿度センサＣ１５
５の湿度値が６５％ＲＨで、目標湿度が５０％、除湿性能が３％ＲＨ／ｍｉｎの条件下で
あれば、所要時間は１５ｍｉｎと見積もることができる。
【００４７】
　［エアー搬送方式による用紙搬送部］
　図３における用紙搬送部６０はエアー搬送方式による用紙搬送部であり、図４は、図３
に示す給紙ユニット３０要部の斜視図である。
【００４８】
　図３、図４において、積層された用紙Ｐは載置台３１の上に載置され、図示しない機構
により昇降可能に収容されている。また、一対の用紙側端規制部Ｂ７は用紙Ｐの幅方向に
おいて相対距離が自在に変更でき、積層された用紙Ｐの束の側端に接して用紙Ｐの送り方
向と交差する幅方向を規制する。用紙側端規制部Ｂ７は用紙Ｐの幅方向において相対距離
が自在に変更できるので用紙サイズに対応して中央基準で用紙Ｐの束の幅方向位置を定め
ている。
【００４９】
　二つの用紙側端規制部Ｂ３により用紙の前後方向の位置を規制する。矢印ａは用紙Ｐの
送り方向を示している。用紙Ｐの送り方向下流側（図３の図示左側）の用紙側端規制部Ｂ
３は用紙Ｐの先端を規制するものであり、給紙ユニット３０に固設されている。送り方向
上流側の用紙側端規制部Ｂ３は、用紙Ｐの長さ方向に移動自在で、用紙Ｐの送り方向後端
の位置を規制するものであり、用紙送り方向に変位可能に給紙ユニット３０に支持される
。また、用紙側端規制部Ｂ７と用紙側端規制部Ｂ３は後述のエアーにより浮きあがった用
紙Ｐを常に規制できるように高さと形状を備えている。
【００５０】
　また、図３に示すように、用紙側端規制部Ｂ３には、給紙トレイ上に積載された用紙束
の最上部の用紙Ｐの高さを検知する高さ検知センサＰＳ３が配置されている。高さ検知セ
ンサＰＳ３の検知結果に基づき図示しない昇降モータを駆動させ載置台３１を上昇させて
、常に用紙Ｐの最上部を所定の高さに維持するような制御を行っている。
【００５１】
　用紙Ｐの幅方向の両側には二つのファンＦ４が設けられており送風口Ｈ７からエアーを
吹き付ける。開口部Ｈ７は、載置台３１のより所定の位置に維持される用紙Ｐの最上部の
用紙にエアーを吹き付けるような位置に設けられている。エアーを吹き付けることにより
用紙載置台３１上に積載された用紙束最上部の少数枚の用紙Ｐが用紙の自重に抗して持ち
上げられる。当該エアーは、用紙の坪量が大きい用紙にとくに有効である。なお、上述の
ように送風口Ｈ７は用紙側端規制部Ｂ７に取り付けられており、これらは一体に移動可能
である。従って、用紙サイズの変更に対応して、常に載置された用紙Ｐの束に対し一定の
位置関係を維持することができる。
【００５２】
　図３に示すように、給紙ユニット３０に積載する用紙Ｐに対する、用紙の送り方向下流
側には、用紙搬送部６０が配置されている。用紙搬送部６０には、駆動源（不図示）に接
続する大径ローラ６１と２個の小径ローラ６２に巻回して回動する３つの吸着ベルト６３
が幅方向に渡って配設される。
【００５３】
　吸着ベルト６３は、図４に示すように多数の小径の貫通孔が穿設されている。吸着ベル
ト６３の内側には吸引部６４のダクト６４Ａが固設されている。
【００５４】
　吸引部６４は、ダクト６４Ａとこれに連結する吸引ファン６４Ｂで構成される。ダクト
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用紙搬送部６０のエアー吸引位置を決めている。吸引されたエアーはダクト６４Ａを介し
て奥側に排出される。なお吸引ファン６４Ｂを給紙ユニット３０に奥側に固設し、用紙搬
送部６０とダクトで接続するような構成でもよい。
【００５５】
　連続して用紙を搬送する際には吸引ファン６４Ｂは常時作動しており、用紙搬送部６０
は、前述の送風口Ｈ７からのエアーにより浮きあがった最上位の用紙Ｐを吸着ベルト６３
に吸着する。そして、後述の制御手段により駆動源が作動され、吸着ベルト６３が回動さ
れると、前述の用紙Ｐは矢印ａの方向に搬送され、画像形成装置本体Ａへ送り込まれる。
【００５６】
　また用紙の用紙搬送方向下流側には、ファンＦ５が設けられており、送風口Ｈ５からエ
アーを吹き付ける。送風口Ｈ５からのエアーを吹き付けることにより吸着ベルト６３に複
数枚の用紙Ｐが吸着した重送状態であっても、吸着ベルト６３に吸着している最上位の用
紙以外の用紙Ｐを確実に分離することができる。
【００５７】
　吸引手段６４の開口６４Ｃの近傍に用紙吸着検知センサＰＳ１が配設され、最上位の用
紙Ｐが吸着されたことを検知する。フィードセンサＰＳ２は、載置台３１の用紙搬送方向
下流側の吸着ベルト６３の近傍に配置され、給送される用紙Ｐの通過を検知する。
【００５８】
　エアー搬送方式の給紙ユニット３０では、ファンＦ４、６４Ｆの各種のファンの回転を
開始させてもエアーフローが安定し、圧力が作用するまでに、一定の準備期間が必要とな
る。同図に示すエアー搬送方式の給紙ユニットでは、これらの吸引ファンを含むファンが
その回転を開始してから、エアーフローが安定し、準備完了となるまでの予備回転動作と
して数秒から十数秒間必要である。給紙ユニット３０を切り替える際には、この予備回転
動作が必要となる。
【００５９】
　［定着温度の変更に伴う、予備動作］
　図５は、定着部６の断面図であり、加熱ローラ６７ａとこれに当接する加圧ローラ６７
ｂとを備えている。なお、図５において、ｔは用紙Ｐ上に形成されたトナー像である。用
紙Ｐ上に形成されたトナー像は、回転する加熱ローラ６７ａと加圧ローラ６７ｂの間を搬
送されて加熱加圧されて用紙Ｐに定着される。
【００６０】
　加熱ローラ６７ａは、フッ素樹脂または弾性体からなる被覆層６７１が芯金６７２の表
面に形成され、ハロゲンヒータ等の線状ヒータよりなる加熱部６７３を内包している。
【００６１】
　加圧ローラ６７ｂは、弾性体からなる被覆層６７４が芯金６７５の表面に形成されてな
る。
【００６２】
　加熱ローラ６７ａと加圧ローラ６７ｂとの当接荷重（総荷重）は、通常４０Ｎ～３５０
Ｎとされ、好ましくは５０Ｎ～３００Ｎ、さらに好ましくは５０Ｎ～２５０Ｎである。こ
の当接荷重は、加熱ローラ６７ａの強度（芯金１１０の肉厚）を考慮して規定され、例え
ば０．３ｍｍの鉄よりなる芯金を有する加熱ローラにあっては、２５０Ｎ以下とすること
が好ましい。
【００６３】
　加熱ローラ６７ａの表面温度は温度センサ６９によりそれぞれ検知される。加熱ローラ
６７ａの表面温度は設定温度が維持されるように加熱部６７３の通電が制御される。
【００６４】
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【表１】

【００６５】
　表１は定着を行う用紙の坪量と、それに対する加熱ローラ６７ａの設定温度及び定着速
度比の対応表である。ここでいう速度比は、普通紙の用紙搬送速度（例えば５００ｍｍ／
ｓｅｃ）に対する他の坪量における用紙搬送速度の比率である。表１に示すように用紙坪
量が大きくなるほど、設定温度を高くし、用紙搬送速度を低下させて用紙に与える熱量を
大きくしている。
【００６６】
　各給紙ユニット３０、５Ａに収納されている用紙の坪量は、ユーザが操作表示部Ｃ１４
１を操作することにより設定される。
【００６７】
　給紙ユニット３０（あるいは５Ａ）の切り替わりに伴って加熱ローラ６７ａの設定温度
を変更が必要となった場合には、加熱ローラ６７ａが設定温度となるように定着部６の予
備動作が必要となる。予備動作としては定着部６の各ローラを駆動させてアイドル回転さ
せたり、加熱部６７３を通電させたりすることである。
【００６８】
　［画像濃度調整工程］
　図６は、画像形成部４を示す断面図である。感光体４１の周囲には、画像形成プロセス
順に、帯電部４２、画像書込部Ｃ３、現像部４４、転写ローラ４５クリーニング部４７が
配設されている。
【００６９】
　感光体４１は帯電部４２で帯電されてから画像書込部Ｃ３により画像データに基づいて
露光が行われて潜像が形成される。現像部４４の内部にはトナーと磁性キャリアからなる
２成分現像剤が収納されており、内部のスクリューにより撹拌及び循環がなされる。現像
ローラ４４１は内部の固定磁極、外周面の回転するスリーブを有し、スリーブにはＤＣ成
分にＡＣ成分を重畳させた現像バイアスが印加される。現像ローラ４４１の外周面には層
厚を規制された現像剤が搬送され、感光体４１に形成された潜像をトナーにより現像して
画像を形成する。
【００７０】
　転写ローラ４５は、回転軸の表面に形成された導電性の弾性層により形成されている。
転写ローラ４５には、転写用電源４５Ｅによって転写電圧が印加される。転写ローラ４５
に対向する感光体４１は接地されている。
【００７１】
　転写ローラ４５と感光体４１とが圧接する転写ニップ部Ｎの転写材搬送方向下流側には
、分離除電部材４８が配置されている。分離除電部材４８には、分離除電用電源４８Ｅに
よって転写ローラ４５に印加される転写電圧と逆特性の電圧が印加される。
【００７２】
　濃度検知部４９は、発光素子と受光素子とを有する。濃度検知部４９によって感光体４
１に形成された所定サイズのパッチ画像からの反射光の光量を測定することによりトナー
の現像量（付着量）を検知する。
【００７３】
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　画像濃度調整工程は、当該濃度検知部４９の検知に基づいて、所定の現像量（画像濃度
）となるように画像書込部Ｃ３の露光量、現像ローラ４４１への現像バイアス出力、その
他の画像形成条件の調整を行うものである。画像濃度調整工程は、所定の周期で実施して
いる。所定周期としては例えば、用紙５００枚等の所定枚数毎や、時間１２０分毎等の所
定時間で行ってもよい。
【００７４】
　［制御フロー］
　図７は、本実施形態における画像形成装置が行う制御フローである。ステップＳ１１で
は、入力された印刷ジョブを画像メモリＣ１０７に記憶する。全ての印刷ジョブの入力が
終了（ステップＳ１２：Ｙｅｓ）した場合には、スケジュール表示設定が時間軸であれば
（ステップＳ１３：時間軸）、続くステップＳ１４では、実行する全ての印刷ジョブに含
まれるページ数、使用する給紙ユニット、繰り返し印刷する部数、両面等の印刷設定、記
憶している単位枚数あたりの所要時間の情報から実行時間を算出する。
【００７５】
　続くステップＳ１５では、全ての印刷ジョブの開始から終了までの間にイベントが発生
するか否かを判断する。
【００７６】
　イベントとは大きく分けて（１）使用する給紙部（給紙ユニット）の切り替わりに伴っ
て発生するイベントと、（２）所定の周期で発生するイベントがある。これらのイベント
はいずれも、印刷ジョブの開始あるいは実行中に発生するものであり、画像形成装置の全
体制御部Ｃ１００でその開始および終了を管理できるものである。
【００７７】
　前記（１）のイベントとしては、前述のように（１ａ）ヒータｈｅ３を作動させて給紙
ユニットの内部を除湿する予備動作、（１ｂ）エアー搬送方式の給紙ユニットを使用開始
する際に行うファンの吸引力を安定させる予備回転動作、（１ｃ）定着部の予備動作ある
。
【００７８】
　前記（２）のイベントとしては（２ａ）画像形成部４の濃度調整を行う画像濃度調整工
程がある。
【００７９】
　全ての印刷ジョブが終了するまでの間にこのようなイベントの発生を予定する場合（ス
テップＳ１５：Ｙｅｓ）には、ステップＳ１６ではイベント発生に伴う加算時間（所要時
間）を算出する。加算時間としては、（１ａ）であれば前述のとおり湿度センサＣ１５５
の検知から加算時間を算出する。（１ｂ）、（１ｃ）、（２ａ）であれば予め不揮発メモ
リＣ１０６に記憶している対応表を参照することにより加算時間を算出する。
【００８０】
　ステップＳ１７では、縦軸又は横軸の一方を時間軸として、イベント発生にともなう加
算時間を含めて印刷ジョブのスケジュールを操作表示部Ｃ１４１に表示する。
【００８１】
　図８から図１０は、操作表示部Ｃ１４１に表示させたスケジューリング画面の例である
。これらの図は、ＪＯＢ１～ＪＯＢ５の全部で５つの印刷ジョブを印刷する際のスケジュ
ールを表示させたものであり、スケジュール表Ｄ１０には、横軸表示部Ｄ１１、給紙ユニ
ット表示部Ｄ１２、残量表示部Ｄ１３、単位切替釦Ｄ１４、横軸縮尺切替釦Ｄ１５が配置
している。
【００８２】
　またｉ１～ｉ３はイベントを表示したものであり、イベントｉ１は前記（１ｂ）ファン
の吸引力を安定させる予備回転動作、イベントｉ２は前記（２ａ）画像濃度調整工程、イ
ベントｉ３は（１ａ）給紙ユニットの内部を除湿する予備動作を示している。またこれら
のイベントｉ１～ｉ３は見積もった所要時間に応じた表示幅（時間軸方向の長さ）で、色
、濃度、ハッチングのパターンあるいはこれらの組み合わせにより異ならせた表示として
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いる。このようにすることによりイベントの種類を識別できる。なお、各イベント表示部
をタッチすることによりスケジュール表Ｄ１０の欄に重畳して子画面が表示されて、各イ
ベントの種類、所要時間等の情報を表示することができる。
【００８３】
　図８、図１０は横軸を時間軸としたスケジューリング画面の例であり、図９は横軸を用
紙枚数軸としたスケジューリング画面の例である。ユーザが単位切替釦Ｄ１４を操作する
ことによりこれらの時間軸の表示と用紙枚数軸の表示とを交互に切り替えることができる
。図１０は図８に対して時間軸のスケールを大きくして縮小表示させたものである。
【００８４】
　スケジュール表Ｄ１０は、印刷ジョブの実行中に所定の周期で更新される。例えば、ジ
ョブの実行中に新たなジョブが発生した場合、印刷ジョブが終了した場合、あるいは印刷
ジョブが用紙切れで中断している場合にはその状況を反映した表示に更新される。
【００８５】
　なお、図８から図１０に示す例では、縦軸に給紙ユニットを並べた例を示しているが、
印刷ジョブ毎に並べるようにしてもよく、更に縦軸と横軸を入れ替えた表示態様としても
よい。また、一の印刷ジョブでは一の給紙ユニットを使用する例を示しているが、大量印
刷ジョブの場合等で、印刷ジョブの実行中に自動給紙トレイ切替により使用する給紙トレ
イを切り替える例であってもよい。ここで自動給紙トレイ切替とは、複数の給紙トレイに
同種の用紙を収納している場合に、給紙トレイに収納している用紙が無くなったことにと
もない順次、給紙するトレイを自動的に切り替えるものである。
【００８６】
　図８に示す例では、給紙ユニット表示部Ｄ１２に表示されている４つの給紙ユニットに
収納されている用紙Ｐを使用して、印刷ジョブが実行されることが示されている。給紙ユ
ニット表示部Ｄ１２は、複数の給紙ユニットの情報を表示する。給紙ユニットの情報とし
ては給紙ユニットを識別するための番号、用紙のサイズ情報、用紙の種類情報、用紙の残
量情報、等がある。同図に示す例では、最上位に表示している番号「１」の給紙ユニット
には、用紙のサイズ情報「不定形」、用紙の種類情報「普通紙」、用紙の坪量「６４－７
４ｇ／ｍ２」を表示している。
【００８７】
　また、ユーザは給紙ユニットに格納された現時点の用紙残量を、残量表示部Ｄ１３を参
照することにより認識することができる。同図に示す例では、番号「４」の給紙ユニット
は用紙残量が少なく、他の給紙ユニットは用紙残量が多いことを表示している。用紙残量
は、昇降モータにより昇降される載置台３１の位置を当該昇降モータの回転量等により検
知することにより見積もっている。
【００８８】
　印刷開始からｔ１までの間は印刷ジョブＪＯＢ１が番号「１」の給紙ユニットの用紙を
使用して実行され、印刷ジョブＪＯＢ１の実行に先だってイベントｉ１が実行されること
を表示している。
【００８９】
　ｔ１からｔ２は、印刷ジョブＪＯＢ２が番号「４」の給紙ユニットの用紙を使用して実
行され、給紙ユニットの切り替えに伴い印刷ジョブＪＯＢ２の実行に先だってイベントｉ
１が実行されることを示している。なお印刷ジョブＪＯＢ２は、２種類のハッチングで区
別（２色で色分け）されているがこれは用紙残量を段階的に示したものである。
【００９０】
　ｔ２からｔ３は、印刷ジョブＪＯＢ３が番号「２」の給紙ユニットから用紙を使用して
実行されることを示している。なお番号「２」の給紙ユニットは、エアー搬送方式ではな
く、用紙に接触するローラ表面との摩擦力により一枚ずつ分離して搬送するローラ搬送方
式の給紙ユニットであることから、イベントｉ１は発生していない。
【００９１】
　ｔ３からｔ４は、印刷ジョブＪＯＢ４が番号「３」の給紙ユニットから用紙を使用して
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実行されることを示している。印刷ジョブＪＯＢ４では、給紙ユニットの切り替えに伴い
印刷ジョブＪＯＢ４の実行に先だってイベントｉ１が実行され、印刷ジョブＪＯＢ４の実
行中にも所定の周期で発生するイベントｉ２が実行されることを示している。
【００９２】
　ｔ４からｔ５は、印刷ジョブＪＯＢ５が番号「１」の給紙ユニットから用紙を使用して
実行されることを示している。印刷ジョブＪＯＢ４では、給紙ユニットの切り替えに伴い
印刷ジョブＪＯＢ５の実行に先だってイベントｉ３が実行されることを示している。
【００９３】
　本実施形態によれば、印刷する際の各種のイベントによる中断時間を考慮して、表示部
にスケジュールを表示させるので、印刷動作のスケジューリングを精度よく行うことが可
能となる。
【００９４】
　図９は、図８のスケジューリング画面の横軸を用紙枚数軸にして表示させたものである
。横軸を用紙枚数軸とした場合には、イベントｉ１～ｉ３は、発生時期のみを表示させて
いる。なお、図９の例においては各イベントの幅は一定で発生時期に応じて各印刷ジョブ
に重畳させて表示させている。なお、非表示釦Ｄ１６を操作することにより、これらのイ
ベントの非表示／表示を交互に切り替えることが可能である。
【００９５】
　本実施形態によれば、横軸を用紙枚数軸とした場合であっても、各種のイベントの発生
時期を考慮して、表示部にスケジュールを表示させるので、印刷動作のスケジューリング
を精度よく行うことが可能となる。
【００９６】
　図１０は、図８のスケジューリング画面の横軸を大きくして、全体として縮小表示させ
たものである。本実施形態においては時間軸のスケールの大小に応じて、イベントの表示
有無を切り替えている。具体的には解像度や見易さの観点から、縮小表示させた際に画面
上で所定幅以下となるイベントの表示は表示しないように切り替えている。
【００９７】
　図１０に示す例に横軸表示部Ｄ１１に示すように、横軸を０～４時間として表示させて
おりこれは図８の横軸０～３０分に対して８倍に大きくしている。図１０の横軸の１目盛
り３０分の１／１００をイベント表示有無の境界とする所定幅とした場合の例であり、図
１０の表示例では１８秒以下のイベントｉ１、ｉ２はその表示を省略されており、残りの
イベントｉ３のみを表示させている。
【符号の説明】
【００９８】
　Ａ　画像形成装置本体
　ＰＦＵ　大容量給紙装置
　Ｃ１４１　操作表示部
　３０、５Ａ　給紙ユニット
　３１　載置台
　Ｆ４、Ｆ５　送風ファン
　６０　用紙搬送部
　６３　吸着ベルト
　６４Ａ　ダクト
　６４Ｂ　吸引ファン
　６４Ｃ　開口
　６　定着部
　６７ａ　加熱ローラ
　６７ｂ　加圧ローラ
　６９　温度センサ
　Ｃ１００　全体制御部
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　Ｃ１５４　除湿部
　ｈｅ３　ヒータ
　Ｈ３　ファン

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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